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平成２６年度 全国学力・学習状況調査の結果について

平成２６年４月２２日（火）に全国学力・学習状況調査が実施されました。

その結果をもとに取手市の児童生徒の傾向を掲載します。

○調査対象 小学校第６学年・中学校第３学年

○調査内容 １ 教科に関する調査（国語，算数・数学）

２ 生活習慣や学習環境に関する調査

１ 教科に関する調査について

○ 漢字を読んだり書いたりすること

○ 新聞の投書（小6の意見文）を読み，述べ方の特徴を捉えること

○ 文章構成を理解し，仮定の表現（「～ならば」など）で適切な文に書き直すこと

○ 二つの詩を比べて読み，表現の特徴と工夫を捉えること

● 描写の工夫（行動や表情，会話，風景など）について正しく理解するとともに，文

章中の表現にどのような効果と特徴があるのかを捉えること

〔問題では，「さびしい」という登場人物の心情を，「灰色の雲が広がり，……だんだ

んと暗くなって……」という情景描写で書き換えている〕

● 故事成語（「百聞は一見にしかず」）の意味を理解することと正しく使うこと

● 討論の場面で，立場を明確にした上で条件に従って質問や意見を述べること

● 分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関連させながら書くこと

小学校国語

成果がみられるところ

課題がみられるところ
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【国語Ｂ２ 】

○ 登場人物の心情の変化を表す情景描写について，ふさわしい表現を選択すること

○ 登場人物の言動や話の展開に注意して読み，人物の心情を想像すること

○ 集めた材料を分類・整理し，ウェブページの項目として正しいものを選択すること

○ 落語に登場する人物の言動について，話の展開や人物の設定から意味を正しく

捉えること

● 文脈に即して漢字を正しく書くこと

〔「地域の人を招待する」「円の半径を求める」〕

● 「急がば回れ」のようなことわざの意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと

● 複数の資料を比較して読み，目的に応じてそれぞれの要旨を捉えること

三枚の付箋の内容を踏まえ，１５字以上４０字以内の
条件で書く問題です。

中学校国語

成果がみられるところ

課題がみられるところ
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● 資料から適切な情報を取り出し，事実や事柄が明確に伝わるように説明すること

・語彙を増やし，語感を磨くには，様々なジャンルの本や興味のある新聞記事などを読

むことが大切です。今後，授業でも積極的に取り入れていきます。

・茨城県では，平成１３年度より「みんなにすすめたい一冊の本推進事業」に取り組んで

います。小４～中３を対象とし，読んだ冊数に応じ「県教育長賞」「県知事賞」が授与さ

れます。多くの児童生徒が挑戦しています。また，「取手市子ども読書推進計画」に取

り組む図書館とも連携し，読書活動を推進していきます。

・目的に応じ，さまざまな資料から情報を得て課題を解決する授業を展開しています。

ウェブページや図書などから必要な情報を集め，内容の客観性や妥当性を考えたり

話し合ったりする学習を，さらに充実させていきます。

・記述式の問題に課題がみられます。今後さらに，授業の終わりに，「どんな国語の力が

身に付いたか」「自分自身の課題は何か」について振り返る時間やキーワードで考え

をまとめる時間を充実させ，書く力や書く意欲を育成します。

資料に書かれている内容か
ら，必要な情報を取り出し
て記述する問題です。
「三つのキーワードを使う
こと」「文字制限」の二つの
条件が与えられています。

今後に向けて
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○ 四則計算の基本，四則の混合した式の意味を理解すること

○ 円周の長さを，直径の長さを用いて式と答えを求めること

○ 場面を理解し計算の見通しをもち（２位数）×（１位数）の筆算をすること

○ 基準量や比較量を捉え～倍を求めること

● 単位量当たりの大きさの求め方で，除法の式を立てること

● 設問から，必要な量と残りの量の大小を判断し，理由を記述すること

● 筋道を立てて考え，小数倍の長さの求め方を選択したり記述したりすること

※B問題５（２）の問題と改善のポイント

課題がみられるところ

成果がみられるところ

小学校算数
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小数倍の意味を下記のように図と関連付けることで，基準量や比較量の関係を

的確に捉えることができるようにすることが大切です。

正解は４です。

誤答では３を

選択する児童

が多く見られ

ました。
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○ 分数の除法の計算，正の数と負の数の計算

○ 対称軸をもとに線対称な図形を完成すること

○ 平面図形を垂直に移動させたときにできる空間図形について

○ 事象を表した図から，空間における位置の情報を読み取ること

○ 表やグラフから，必要な情報を読み取ること

● 宅配サービスの重量と料金の関係を「・・・は・・・の関数である」という形で表し，関

数の意味を理解すること

● ハンドボール投げのヒストグラムから，記録の中央値を含む階級を選ぶための資

料を活用すること

● 設問から，点のとりやすさを選び，確率を用いて理由を説明するなどの「不確定

な事象の起こりやすさ」を理解し，そう考えた理由を説明すること

● グラフの特徴を解釈し，問題を解決する方法を説明すること

● 条件にしたがって証明すること

※B問題４（２）の問題と改善のポイント

下の図のように，ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣの辺ＢＣ上にＢＤ＝ＣＥ

となる点Ｄ，点Ｅをそれぞれとります。

成果がみられるところ

課題がみられるところ

中学校数学
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(１）ＡＤ＝ＡＥとなることを証明しなさい。

(２）∠ＢＡＣ＝１１０°，ＢＤ＝ＡＤのとき，

∠ＤＡＥの大きさを求めなさい。

・出題された内容を，適切に読み解く力を高める必要がありますので，学校の授業では，

子供同士の話し合いや説明する学習を多く取り入れます。

・条件や根拠をもとにして，考えたり表現したりすことが大切ですので，言葉や数，式，グ

ラフ等で表現する活動や根拠をもとに考える活動を多く取り入れます。

・基礎基本の習得や発展的な問題にチャレンジさせるため，分かる授業，できる楽しさを

感じる授業，夏休み算数スクール（小６），学びの広場（小４・５）を充実させます。

条件に合わせて図を書き直し

ましょう。

（１）の証明を振り返り

ＡＥ＝ＣＥなどの新たな性質を利用

して課題解決にあたりましょう。

今後に向けて
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2 生活習慣や学習環境に関する調査

◇◇このような子供ほど，正答率が高い◇◇

◇生活習慣では

・毎日，朝食を食べる子

・毎日，同じくらいの時刻に寝る子

◇学校では

・みんなで協力し，うれしかったことがある子

・自分の良いところを先生は認めてくれると思う子

◇家庭学習では

・授業以外の学習時間が長い子

・計画を立てて勉強する子

・宿題や予習・復習をする子

・読書好きで，読書時間も長く，図書館によく行く子

◇メディアとの関係では

・携帯電話での通話，メール，ネットをする時間が短い子

・テレビゲームの時間が短い子

◇家族とは

・家の人と学校のことをよく話す子

・家の人が授業参観や運動会によく来る子

◇社会への興味・関心では

・地域や社会の問題や出来事に関心がある子

・地域や社会をよくするために何が大切か考える子

・ニュースをTVやインターネットでよく見る子

◇自尊意識・規範意識では

・ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがある子

・きまりや規則を守る子

・ひとの気持ちが分かる人になりたいと思う子

◆市全体では
・将来の夢や目標をもつこと

・友達の前で自分の考えや意見を発表すること

・テレビゲーム，携帯型ゲーム等の時間が多いこと

が課題です。日頃の自分を振り返り，改善を図る指導を進めていきます。

児童生徒の学習・生活習慣と学力の関係


